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8月 15日：資金の戻りが投資家心理を底上げ 

月曜日のマーケットは投資家心理を安心させるような資金の戻りにより、VN 指数、

HNX 指数が上昇した。その一方で UPCoM 指数は小幅に下落した。 

ホーチミン市場の VN 指数は+0.94％の 1,274.2 ポイントとなり、リスク資産を許容す

る動きがみられた事で週の始まりを上昇で終えた。市場全体では上昇銘柄の方が多く、

流動性も前営業日より上昇した。ホーチミン市場での出来高はおよそ 14 兆ドン（5 億

9,680 万ドル）相当の 5 億 8,600 万株となり、+15％もの上昇を記録した。 

VN30 指数は主要な大型株の好調な基調により 2 営業日連続で上昇し、+3.1％の

1,293.79 ポイントとなった。30 銘柄のうち、22 銘柄が上昇、下落を記録したのはわず

か 4 銘柄であった。 

銀行セクターがこの強気相場に大きく寄与しており、BIDV（BID）が+4.6％と最も上昇

した。ベトインバンク（CTG）、サイゴンハノイバンク（SHB）、VP バンク（VPB）、

HD バンク（HDB）も同様に大きく上昇した。SHB は 7％のストップ高をつけた。 

製造・小売・IT セクターもマーケットの上げを支えるように上昇した。モバイルワール

ド（MWG）、FPT（FPT）、サイゴンビール（SAB）、マサングループ（MSN）などが主

な上昇銘柄であった。 

サイゴンハノイ証券のアナリストは「短期的な視点で見ると、マーケットは好調であ

り、VN 指数はさらに上値抵抗線圏内である 1,260～1,285 ポイント付近まで向かう可能

性が高い。」と分析している。 

「一方で、長期トレンドとしては経済成長が維持されており、新たな投資機会を窺える

ような低い価格帯を形成し続けている。」（同アナリスト） 

ハノイ市場の HNX 指数は+0.18％の 303.97 ポイントで、出来高は 1.65 兆ドン相当の

8,110 万株であった。 

その一方で UPCoM 指数は-0.22％の 92.64 ポイントでとなった。 
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外国人投資家はホーチミン市場で 6,519 億ドン、ハノイ市場で 2,613 億ドンの買い越し

であったが、UPCoM 市場では 2,842 億ドンが売り越され、全体では 6,290 億ドンの買い

越しとなった。 
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